
平成３０年４月１日現在

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表]

） ） ）

） ） ）

６．
授与する博士学
位分野・名称

【博士学位分野】文学、心理学、理学、数理学、機能数理学、教育学、工学、芸術工学、
　　情報科学、学術、人間環境学、ｼｽﾃﾑ生命科学、感性学、ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｻｲｴﾝｽ、
　　 ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰｻｲｴﾝｽ、法学、経済学、医学、看護学、保健学、歯学、臨床歯学、
　　創薬科学、臨床薬学、農学
【付記する名称】決断科学大学院プログラム

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型 Ｐ ＜オールラウンド型＞

やはら　てつかず

コーディネーター

４．

３．

矢原　徹一　　・　　　　（九州大学大学院システム生命科学府・教授）氏名・職名

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな） やすうら　ひろと

安浦　寛人　　・　　　　（九州大学理事・副学長）

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

富士通株式会社、京セラ株式会社、三菱商事株式会社、トヨタ自動車株式会社、一般社団法人コンサベーショ
ン・インターナショナル・ジャパン

９． 専攻等名
人文科学府人文基礎専攻、地球社会統合科学府地球社会統合科学専攻、人間環境学府（行
動システム専攻）、法学府法政理論専攻、経済学府（経済工学専攻、経済システム専攻）、理
学府（地球惑星科学専攻）、数理学府数理学専攻、システム生命科学府システム生命科学専
攻、医学系学府医学専攻、歯学府歯学専攻、薬学府創薬科学専攻、工学府（建設システム工
学専攻、都市環境システム工学専攻）、芸術工学府芸術工学専攻、システム情報科学府（情
報学専攻、情報知能工学専攻）、生物資源環境科学府（環境農学専攻、農業資源経済学専
攻、生命機能科学専攻）、統合新領域学府オートモーティブサイエンス専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

主要細目

７． 主要分科

（①

（① （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

久保　千春　　・　　　　九州大学総長

   　（ふりがな） くぼ　ちはる

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるもの
の場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 九州大学 整理番号 P02

プログラム名称 持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム

Graduate education and research training program in decision science for a sustainable 
society

情報学分野全分科、環境学分野全分科、
複合領域分野全分科、総合人文社会分野全分科、人文学分野全分科、
社会科学分野全分科、数物系科学分野全分科、化学分野全分科、工学分野全分科、
総合生物分野全分科、生物学分野全分科、農学分野全分科、医歯薬分野全分科

（③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

（② （③

１１．

８．

（機関名：九州大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム）
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プログラム担当者の構成

人

人

]11.8%

そのうち、他大学等を経験したことのある者 40 人 そのうち、大学等以外に属する者 7

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 85.3 %]

プログラム実施大学に属する者 58

17.6%8 12人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 10

１４． 計 68 名

プログラム担当者
現在の専門

／学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

１５．

外国人の人数 ] 女性の人数

（プログラムコーディネーター）

プログラム責任者

情報工学、シ
ステムLSI 設

計技術
工学博士

理事・副学長ﾔｽｳﾗ ﾋﾛﾄ安浦　寛人

（プログラム責任者）

役割分担
(平成３０年度における役割)

ﾔﾊﾗ ﾃﾂｶｽﾞ矢原　徹一

環境モジュール担当
現代倫理学
博士（人文科

学）

プログラムコーディネーター
生態学
理学博士

大学院システム生命科学府システム生命科学専
攻・教授

大学院人文科学府人文基礎専攻・准教授

ﾋｬｸﾑﾗ ｷﾐﾋｺ百村　帝彦

ｱﾗﾔ ｸﾆｵ荒谷　邦雄

ﾖｼﾊﾗ ﾏｻｺ吉原　雅子

環境モジュールサブリーダー
生物多様性科

学
博士(理学)

大学院地球社会統合科学府地球社会統合科学専
攻・教授

環境モジュールリーダー

熱帯林環境保
全学、森林資
源管理学・博

士(農学)

大学院地球社会統合科学府地球社会統合科学専
攻・准教授

ﾔﾏｸﾞﾁ ﾋﾛﾕｷ山口　裕幸

統治（ガバナンス）モジュール担当
行政学・地方
自治論・修士
（政治学）

人間モジュール担当

社会心理学、
集団力学、組
織行動学・博
士(教育心理

学)

大学院人間環境学府行動システム専攻・教授

大学院法学府法政理論専攻・准教授

ｺｳﾉ ﾄｼﾕｷ河野　俊行

ﾊｼﾔ ｶｽﾞﾋﾃﾞ橋彌　和秀

ｼﾏﾀﾞ ｱｷﾌﾐ嶋田　暁文

人間モジュールリーダー
比較発達心理

学
博士(理学)

大学院人間環境学府行動システム専攻・准教授

人間モジュール担当
国際私法・国
際文化遺産
法・法学修士

大学院法学府法政理論専攻・教授

ｲｽﾞﾐ ｶｵﾙ出水　薫

統治（ガバナンス）モジュールサブリー
ダー

科学技術政
策・技術経
営・経済学修

士

副コーディネーター（教務担当）
統治（ガバナンス）モジュールリーダー

政治学
博士(法学)

大学院法学府法政理論専攻・教授

大学院経済学府産業マネジメント専攻・教授

ｳﾁﾀﾞ ｺｳﾅﾘ内田　交謹

ｶｶﾞﾜ ｼｹﾞﾐ加河　茂美

ﾅｶﾞﾀ ｱｷﾔ永田　晃也

環境モジュールサブリーダー
経済統計学
博士(学術)

大学院経済学府経済システム専攻・教授

環境モジュール担当

コーポレー
ト・ファイナ
ンス・博士
(経済学)

大学院経済学府経済工学専攻・教授

災害モジュール担当
自然地理学・

理学博士
大学院理学府地球惑星科学専攻・准教授

大学院数理学府数理学専攻・教授

佐竹　暁子

ﾏｴｿﾉ ﾖｼﾋｺ前園　宜彦

ﾀﾆｸﾞﾁ ｾﾂｵ谷口　説男

ｶｼﾏ ｶｵﾙ鹿島　薫

人間モジュールサブリーダー
数理生物学・
博士（理学）

大学院システム生命科学府システム生命科学専
攻・教授ｻﾀｹ ｱｷｺ

確率演習担当
確率解析とそ

の応用
理学博士

ﾆﾉﾐﾔ ﾄｼﾊﾙ二宮　利治
腎臓学、臨床
疫学・医学博

士

医学研究院附属総合コホートセンター・教授 健康モジュールサブリーダー

統計演習担当
数理統計
理学博士

大学院数理学府数理学専攻・教授

（機関名：九州大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム）
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中島　直樹

医療情報学、
内科学、糖尿
病学・医学博

士

大学院医学系学府環境社会医学専攻・教授

１５．

分子循環薬理
学

薬学博士

健康モジュール担当
歯科矯正学
博士(歯学)

大学院歯学府歯学専攻・教授

大学院薬学府創薬科学専攻・教授ｸﾛｾ ﾋﾄｼ黒瀬　等

災害モジュールリーダー
河川工学

博士（工学）
ｼﾏﾀﾆ ﾕｷﾋﾛ 大学院工学府都市環境システム工学専攻・教授

健康モジュールリーダー

ﾀｶﾊｼ ｲﾁﾛｳ

ﾅｶｼﾏ ﾅｵｷ

プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

／学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

髙橋　一郎

健康モジュール担当

ﾏﾅｷﾞ ｼｭﾝｽｹ

災害モジュール担当

地圏環境工
学・防災工
学・博士(工

学)

大学院工学府建設システム工学専攻・教授

島谷　幸宏

災害モジュール担当

経済学、政策
学、都市工
学・博士（経

済学）

工学研究院環境社会部門・教授馬奈木　俊介

災害モジュールサブリーダー塚原　健一 ﾂｶﾊﾗ ｹﾝｲﾁ 大学院工学府都市環境システム工学専攻・教授
防災学
Ph.D.

ﾐﾀﾆ ﾔｽﾋﾛ三谷　泰浩

知足　美加子 ﾄﾓﾀﾘ ﾐｶｺ 大学院芸術工学府芸術工学専攻・准教授
彫刻・博士
（芸術学）

災害モジュール担当

牛尼　剛聡 ｳｼｱﾏ ﾀｹﾄｼ 大学院芸術工学府芸術工学専攻・教授

Ｗｅｂ情報
学・博士(工

学)
プレゼンテーション／広報支援担当

岡田　義広 ｵｶﾀﾞ ﾖｼﾋﾛ 大学院システム情報科学府情報学専攻・教授
情報科学
博士(工学)

プレゼンテーション／広報支援担当

池田　大輔 ｲｹﾀﾞ ﾀﾞｲｽｹ 大学院システム情報科学府情報学専攻・准教授
情報学・博士

(理学)
人間モジュールサブリーダー

Ahmed Ashir ｱﾊﾒｯﾄﾞ ｱｼﾙ
大学院システム情報科学府情報知能工学専攻・
准教授

情報通信技
術、社会開
発・博士（情

報科学）

健康モジュールサブリーダー

溝上　展也 ﾐｿﾞｳｴ ﾉﾌﾞﾔ
大学院生物資源環境科学府環境農学専攻・准教
授

森林計画学、
森林計測学・

農学博士
環境モジュール担当

藤原　敬大 ﾌｼﾞﾜﾗ ﾀｶﾋﾛ
大学院生物資源環境科学府環境農学専攻・准教
授

森林政策学・
博士（農学）

環境モジュール担当

大槻　恭一 ｵｵﾂｷ ｷｮｳｲﾁ 大学院生物資源環境科学府環境農学専攻・教授
水文学
農学博士

災害モジュールサブリーダー

矢部　光保 ﾔﾍﾞ ﾐﾂﾔｽ
大学院生物資源環境科学府農業資源経済学専
攻・教授

環境経済学・
農業経済学
博士（農学）

統治（ガバナンス）モジュールサブリー
ダー

谷口　博文 ﾀﾆｸﾞﾁ ﾋﾛﾌﾐ 産学連携センターリエゾン部門・教授

公共政策/財
政/地域政
策・法学士

統治（ガバナンス）モジュール担当

山本　正已 ﾔﾏﾓﾄ ﾏｻﾐ 富士通株式会社・代表取締役会長
企業経営者

工学士
学生の履修支援と国内外の研究のアドバ
イザー

前田　辰巳 ﾏｴﾀﾞ ﾀﾂﾐ 京セラ株式会社・代表取締役副会長
企業経営者

工学士
学生の履修支援と国内外の共同研究支援

岩野　和生 ｲﾜﾉ ｶｽﾞｵ
三菱商事株式会社ビジネスサービス部門顧問　
兼　国立大学法人東京工業大学大学院イノベー
ションマネジメント研究科・客員教授

ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ
ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾃｨﾝｸﾞ・Ph. D

学生の履修支援と国内外の共同研究支援

白水　浩一 ｼﾛｳｽﾞ ｺｳｲﾁ
トヨタ自動車株式会社・電子制御システム開発
部・部長

自動車工学・
修士（情報シ
ステム学）

学生の履修支援と国内外の共同研究支援

野田　順康 ﾉﾀﾞ ﾄｼﾔｽ 西南学院大学法学部国際関係法学科・教授

開発政策､国
土計画､防災
対策・博士
(人間環境学)

学生の履修支援と国際的なキャリアパス
支援

（機関名：九州大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム）
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山下 邦明 ﾔﾏｼﾀ ｸﾆｱｷ
日本学術振興会（JSPS）バンコク研究連絡セン
ター長

国際関係論
（国際協力・
NGO・NPO）・
外国研究学士

海外での現地実習支援

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

／学位
役割分担

(平成３０年度における役割)

浦口　あや ｳﾗｸﾞﾁ ｱﾔ
一般社団法人コンサベーション・インターナ
ショナル・ジャパン・シニアマネージャー

森林保全、途
上国支援・博
士(地球環境)

学生の履修支援と海外の共同研究支援

Hugh Possingham ﾋｭｰ ﾎﾟｯｼﾝｶﾞﾑ
The University of Queensland・Professor of 
Mathematics

Environmenta
l decisions

Ph.D.
学生の国際交流支援と国際セミナー

Anne Larigauderie ｱﾝ ﾗﾘｺﾞｰﾃﾞﾘｰ DIVERSITAS, executive director

Biodiversity 
science
Ph.D.

学生の国際交流支援と国際セミナー

Thomas Elmqvist ﾄｰﾏｽ ｴﾙﾑｸｲｽﾄ
Stockholm University  and Stockholm 
Resilience Centre, Professor

Urban 
social-

ecological 
systems and 
globalizatio

n
Ph.D.

学生の国際交流支援と国際セミナー

鐘江　嘉彦 ｶﾈｶﾞｴ ﾖｼﾋｺ
持続可能な社会のための決断科学センター・教
授

企業内教育・
修士（経営

学）
産学連携・キャリア支援担当

比良松 道一 ﾋﾗﾏﾂ ﾐﾁｶｽﾞ
持続可能な社会のための決断科学センター・准
教授

園芸学、食
育・

博士（農学）
総括担当

村上　貴弘 ﾑﾗｶﾐ ﾀｶﾋﾛ
持続可能な社会のための決断科学センター・准
教授

保全生態学、
生態学、進化
生物学、環境
教育・博士
(地球環境科

学)

総括担当

鹿野　雄一 ｶﾉ ﾕｳｲﾁ
持続可能な社会のための決断科学センター・准
教授

河川生態学・
断崖生態学・
エコインフォ
マティクス・
博士（学術）

総括担当

山下　奉海 ﾔﾏｼﾀ ﾄﾓﾐ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

応用生態工
学、保全生態
学、河川生態
学・博士(工

学)

総括担当

Firouzeh Javadi ﾌｲﾙｾﾞ ｼﾞｬｳﾞｧﾃﾞｨ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

生物学・博士
（農学）

総括担当

ｵｵﾀ ﾃﾂｼﾞ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

森林計画学、
博士（農学）

環境モジュール担当

江口　久美 ｴｸﾞﾁ ｸﾐ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

都市工学・博
士（工学）

総括担当

細谷　忠嗣 ﾎｿﾔ ﾀﾀﾞﾂｸﾞ
持続可能な社会のための決断科学センター・准
教授

昆虫系統学、
生物地理学・
博士（理学）

環境モジュール担当

高尾　忠志 ﾀｶｵ ﾀﾀﾞｼ
持続可能な社会のための決断科学センター・准
教授

地域計画、景
観、土木デザ
イン、文化的
景観、社会的
合意形成・博
士（工学）

災害モジュール担当

佐藤　辰郎 ｻﾄｳ ﾀﾂﾛｳ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

河川工学、河
川環境・博士

（工学）
災害モジュール担当

井手　淳一郎 ｲﾃﾞ ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

森林水文学・
博士（農学）

災害モジュール担当

御田　成顕 ｵﾝﾀﾞ ﾅﾘｱｷ
持続可能な社会のための決断科学センター・講
師

林政学・博士
（学術）

環境モジュール担当

太田　徹志

（機関名：九州大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム）
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[公表]

厳島　怜 ｲﾂｸｼﾏ ﾚｲ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

河川工学・博
士（工学）

災害モジュール担当

現在の専門
／学位

役割分担
(平成３０年度における役割)

錦谷　まりこ ﾆｼｷﾀﾆ ﾏﾘｺ
持続可能な社会のための決断科学センター・准
教授

公衆衛生学、
社会医学、食
物科学・博士

（医学）

健康モジュール担当

菊地　君与 ｷｸﾁ ｷﾐﾖ
持続可能な社会のための決断科学センター・講
師

国際地域保
健・博士（保

健学）
健康モジュール担当

横田　文彦 ﾖｺﾀ ﾌﾐﾋｺ
持続可能な社会のための決断科学センター・講
師

国際保健、エ
イズ、疫学、
モニタリング
と評価・博士
（公衆衛生

学）

健康モジュール担当

杉本　めぐみ ｽｷﾞﾓﾄ ﾒｸﾞﾐ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

地球環境学
（災害、防災
教育）・博士
（地球環境

学）

健康モジュール担当

川崎　修良 ｶﾜｻｷ ﾉﾌﾞﾖｼ
持続可能な社会のための決断科学センター・講
師

都市計画、地
域環境学・博
士（人間・環

境学）

統治モジュール担当

鄭　有景(JEONG YUKYONG) ﾁｮﾝ ﾕｷﾞｮﾝ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

政治社会学・
博士(学術)

統治モジュール担当

錢　 （QIAN KUN) ｾﾝ ｺﾝ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

実験心理学、
知覚心理学・
博士（心理

学）

人間モジュール担当

李　貞憲（LEE JOUNGHUN) ﾘ ｼﾞｮﾝﾎﾝ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

生物学・博士
（理学）

人間モジュール担当

菊地　梓 ｷｸﾁ ｱｽﾞｻ
持続可能な社会のための決断科学センター・助
教

社会心理学・
博士（心理

学）
人間モジュール担当

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

（機関名：九州大学　類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム）
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平成３０年４月１日現在 

（機関名：九州大学 類型：オールラウンド型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム） 

 [公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してくだ
さい。） 

【概要】 

われわれ人類はいま、地球環境と文明社会の持続可能性という大きな課題に直面している。そして、気

候変動・市場のグローバル化・急速な人口変動などの諸課題に対して、さまざまな決断に迫られている。

このため、これからの時代を牽引するグローバルリーダーには、専門分野における世界でトップレベルの

業績（専門性）、持続可能性に関する広範な知識（学際性）に加え、専門・学際科学の成果を統合し課題

解決への決断を下すための新たな学識（統域性）を持つことが求められる。またグローバルリーダーには、

国際社会においてプロジェクトを提案し、明確なプレゼンテーションによって人々を説得し、さらに課題

解決に向けての協働作業を組織・推進する指導力が必要とされる。 
本プログラムではこの要請に応えるために、３つの学識（専門性・学際性・統域性）と４つの実践的能

力（国際力・研究提案力・プレゼンテーション力・指導力）を修得できる 5 年一貫のカリキュラムを大学

院生に提供する。３つの学識については、以下の方針で教育を行う。 
専門性：多芸に秀でるための唯一の道は、まず一芸に通じることである。この観点から、本プログラムで

は主専攻における専門教育を通じて、世界でトップレベルの実力を身につけさせる。この実力を養成す

るため、主専攻教育に加え、研究計画法と論文作成法の教育を英語で実施する。 
学際性：本プログラムでは、座学よりも現場経験を通じて実践的に学際性を身につけることを重視する。

このため大学院生は、以下の重要課題に関する５つのモジュール（異分野の教員・大学院生チーム）の

いずれかに所属し、国際共同研究プロジェクト（カンボジアの持続的森林利用、国際災害調査、バング

ラディシュの疾病管理、地方自治のガバナンスなど）を通じて国内外での現場経験を積みながら、問題

解決型の科学を実践的に学ぶ。 
①環境（環境保全）：食糧生産・エネルギー供給との両立を通じ、持続可能な環境利用を実現する。 
②災害（防災・復興）：災害時の被害を最小化し、災害に対する復興力の高い社会システムをつくる。 
③健康（健康改善）：従来の医療の枠組みを越えて、社会的な健康管理システムを確立する。 
④統治（ガバナンス）：縦割りを打破し、法律・制度・経済のよりよいガバナンスを確立する。 
⑤人間（人間の社会的協力）：多様な価値観を持つ市民の協力・協働を通じて、豊かな社会を作る。 

統域性：オールラウンド型科学として「決断科学」を開拓し、この科学を軸としてオールラウンド型リー

ダーを養成する。専門・学際科学の成果を問題解決に生かすには、多くの選択肢の中からひとつを選ぶ

「決断」が必要である。決断科学とは、このような決断を成功に導く方法論に関する科学である。決断

を成功させるには、さまざまな不確実性と価値観の多様性を考慮する必要がある。このためには、確率・

統計の理解に加え、人間の心理・行動に関する体系的知識が必要である。本プログラムでは、医学、心

理学、生態学、経済学などの諸分野で研究されてきた人間の心理・行動に関する研究成果を体系化し、

大学院生とともに論文・総説・教科書を出版する。大学院生はこの過程を通じて「決断科学」を主体的

に学び、統域的な思考力を習得する。 

 さらに本プログラムでは、多くの学生にリーダー経験を積ませることで、指導力のあるリーダーを養成

する。このため、組織研修ワークショップを年 1 回、合宿形式で開催する。この合宿は学年リーダー、お

よびモジュールリーダー計 10 名から構成されるリーダー会議が中心になり、学生が自主的に企画・運営す

る。「どうすれば指導者として成長できるか」「組織をうまく運営するにはどうすればよいか」「どうすれば

適確な決断ができるか」という３つの基本課題を与え、これらの基本課題について学ぶための講演、グル

ープ討論などのプログラムを学生に企画させる。学年リーダー、およびモジュールリーダーは毎年交代し、

多くの学生がリーダー経験を積む。本プログラムでは毎年 20 名の受け入れを予定しており、初年度には 2
年次からの参加も認め、40 名でスタートする。4 年後には 100 名規模となる。この 100 名規模のチームを

運営する経験を通じて、指導力を育てる。 
【特色と優位性】 

①オールラウンド型の科学として「決断科学」を開拓し、この新しい科学を軸として、専門的・学際的

知識を問題解決に向けて統合する力を持つオールラウンド型の人材養成を図ること、②問題解決型の国

際共同研究を企業・行政と協力しながら進め、その現場経験を通じて学際性を実践的に身につけさせる

こと、③学生に 100 名規模の組織を運営する経験を通じて学生の指導力を育てることが、本プログラム

の独自性・優位性である。 
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平成３０年４月１日現在 

（機関名：九州大学 類型：オールラウンド型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム） 

[公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コース
ワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、国際性あ
る研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなどについて、学
位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先機関があるも
のについては、それらも含めて記入してください。） 
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